
─ 1 ─

The Newsletter of
International College

of Dentists
JAPAN Section

緊急の報告とお詫び（ご挨拶に代えて）
　日本部会の皆様にはCOVID-19の様々な被害、影響を受
けられたこと心よりお見舞い申し上げます。この度は貴
重なご挨拶の機会を頂きましたが、ICD100周年記念祝
賀会開催中止をお知らせすることになりました。ICD祝
賀会委員会では、COVID-19の世界的状況を考慮し、開
催を本年9月に延期することになり、皆様のご理解、ご協
力も頂きつつ、鋭意準備をして参りました。しかし昨秋

からは世界の各地域で第三波襲来、Virus変異種感染が報告され、東京オリンピッ
ク開催を危ぶむ意見も聞くようになりました。
　執行部、関係委員会では連日会議を重ねて祝賀会開催中止という苦渋の決断を
下しました。全世界のフェロー、関係各位に多大なご迷惑をおかけすることにな
りますが、参加者の安全を確保できない限り、開催中止はやむを得ないものであ
ります。何卒事情をご賢察頂き、ご寛容をお願い申し上げます。

ICD国際会長　千田　彰
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企画・編集　ＩＣＤ日本部会　会員支援委員会

　2020年１月新型コロナウイルスが発生し、徐々に世界中へと拡散していきました。感染予
防対策としての三原則「密集・密閉・密接をしない」という事で、2020年６月６日（土）の総会
は規模を縮小して開催し、７月８日（水）第２回理事会において正式に新役員が決定しました。
私は宮﨑　隆先生の後任として会長を仰せつかりました。その頃新型コロナウイルス感染症
は世界中でパンデミックを起こし人々を震撼させ、自宅勤務、リモート会議など生活様式は
激変していきました。11月の国際歯科学士会100周年記念事業は開催されませんでした。
　一方ワクチンの接種が現実化してきましたが、生活はコロナ禍以前のようには戻らない時

代になり、プラス思考を持ちテクノロジーを伸ばす時代と言われるようになりました。日本部会は基本理念を大切に
しながら、時代の変化に対応できる学術団体であるよう努力してまいりたいと思います。フェローの皆様にはご支援、
ご協力をお願い申し上げます。� （一社）ICD日本部会　会長　隅田　百登子

202１年度
三大事業 開催予定
第6４回総会・認証式
　2021年６月５日（土）
　�ホテルメトロポリタン
エドモント
　（オンラインでも配信予定）

年末集会
　2021年12月18日（土）
　帝国ホテル（東京）
※�ICD100周年記念事業は
開催中止となりました。

＊皆様のご参加を
お待ちしております＊



─ 2 ─

◉ 総会・認証式   ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　今般のコロナ禍における令和３年度の総会および認
証式の開催をどうするかは非常に難しい判断に迫られ
ていますが、開催に向けて努力するとの執行部の意向
を受けて、どのような開催方法がとれるのかを委員会
では模索しています。
　昨年12月の第１回委員会はメールによる書面会議と
なりましたが、開催方法については状況を見守ること
とし、決定事項はありませんでした。第２回委員会は
２月にZOOMによるWEB会議が行われ、総会・認証式
は2021年６月５日（土）にホテルメトロポリタンエドモ
ントにて昨年同様縮小した形式で行い、対面とWEBの

ハイブリッド形式で開催する方向で進めていくこと、
アトラクションと特別講演は中止とすることなどが確
認されました。
　また、昨年は認証式が中止になった関係で、今回は
２年分のニューフェローの参加が見込まれます。
　何れにせよ、今回の開催方法は初めてのことであり、
会員の英知を結集し、総力で行う必要があります。会
員各位のご理解とご協力を切にお願いする次第です。

事業運営委員会（総会・認証式担当）　委員長　赤井　淳二

◉ 2020年度総会（縮小開催）報告   ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　2020年度ICD日本部会第63回総会・認証式は、新型
コロナウイルス感染拡大の影響により認証式、特別講
演、懇親会が開催中止となり、総会は全フェローの同
意書ご提出が難しい状況であるため、執行部、一部理
事ならびに参加可能なフェローのみでの縮小開催に変
更されました。
　2020年６月６日（土）13時よりホテルメトロポリタン
エドモント薫風の間にて18名の参加者で開催され、隅
田副会長の開会の辞、宮﨑会長の挨拶、各報告の後、

議事に入り、第１号議案から第３号議案まで慎重審議
の末、満場一致で全議案が承認されました。続いて行
われた役員選挙では、候補者数が定数内のため無投票
にて承認されました。出席していた新理事には、西田
選挙管理委員会委員長より当選証書が渡され、隅田副
会長の閉会の辞で閉会となりました。

事務局長補佐　北村　晃一

◉ 年末集会    ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　2020年12月19日（土）に帝国ホテルで予定されていた
年末集会は、残念ながら新型コロナウイルス感染症の
猛威のため余儀なく中止となり、予定していた甲野善
紀氏（武術研究者）の特別講演「もう一人の自分を引き出
す『影観法』」と、ミネハハ氏（ボーカリスト）のアトラク
ション「Minehahaコンサート」が中止となりました。
　これに先立ち、2020年８月４日（火）に第１回事業運
営（年末集会担当）委員会がオンライン（ZOOM）にて行

われ、堀口常任理事、稲川理事、吉川副委員長、MA�
Momin委員、酒井委員、武市委員、前島委員、三富委
員、佐野委員長および執行部の先生方が参加されまし
た。委員会では新委員の紹介、委員長・副委員長の選任、
2020年度年末集会の開催有無について協議され、開催
見合わせの方向で意見集約がなされました。

事業運営（年末集会担当）委員会　委員長　佐野　修司

宮﨑会長の挨拶 参加フェローの方々
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◉ 冬期学会    ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　「現状を俯瞰し、これからの歯科医療の方向性を探る」
をメインタイトルとして、第51回冬期学会は2021年３
月７日（日）にCOVID-19感染防止の観点からライブ配信
（学会後２週間、振り返り視聴可能）により開催されま
した。
　講演者はご高名な先生方で、山﨑長郎先生（原宿デン
タルオフィス院長／ ICDフェロー）と宮崎真至先生（日
本大学歯学部教授／ ICDフェロー）のお二人でした。ま
ず、山﨑先生から、「複雑な症例に対する包括的連携治
療」と題して、矯正治療、マイクロスコープを用いた歯

周治療などとの包括的歯科治療により、高度な審美お
よび機能を獲得した症例を提示いただきました。次に、
宮崎先生からは「歯冠修復における基礎研究と臨床への
フィードバック」のタイトルで、ダイレクトボンディン
グに関する詳細な治療ステップと、それを導き出す基
礎研究結果が発表されました。お二人の苗字には“﨑／
崎”の文字がありますが、講演内容も歯冠修復治療の“先
端”の内容であり、参加された先生方には非常に有意義
な講演だったのではないかと思います。

事業運営（冬期学会担当）委員会　委員長　小峰　太

◉ 改革推進委員会   ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　改革推進委員会は定款並びに規約、さらには諸問題
に関して、執行部から諮問された事項を協議・検討し、
答申します。本年は大岡�洋常任理事、内田耕司理事、
中村委員長、和久本雅彦委員、酒井周一委員、麻生幸
男委員、飯島美智子委員、岡田優一郎委員、照山裕子
委員、阿部健一郎委員、北田真紀委員、原元信貴委員、
小峰�一雄理事（オブザーバー）の14名より構成していま

す。
　現在は、ICD日本部会の社会的知名度を上げる目的
と本会の社会奉仕活動活性化のため、ICDアワード及
びICD特別賞を企画実施するための協議を重ね、表彰
式の準備をしています。

改革推進委員会　委員長　中村　朋美

◉ 広報・編集委員会    ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　当委員会は今村嘉宣常任理事、佐藤　聡理事の下、
国際歯科学士会日本部会雑誌の発刊、HP、Facebook
の管理・運営を行なっています。新型コロナの影響で

委員会もオンラインで行っています（写真）。膝をつき
合わせて激論を飛ばした委員会が懐かしいです。
　昨年9月には「雑誌第51巻１号」を発刊し、特別企画で
は、各分野で著名な四方にそれぞれのお立場から内容
の濃い寄稿を頂きました。また中止となった第50回冬
期学会の講演内容も収載しました。
　次年度の雑誌第52巻１号も前号同様の特別企画を継
続し、新フェロー投稿をさらに充実させる予定です。
　HP、Facebookで積極的に情報発信を行っています。
ぜひ閲覧･登録をお願いします。ご意見やアドバイスも
大歓迎です。どうぞよろしくお願い致します。

広報・編集委員会　委員長　佐藤　裕二
オンラインでの委員会開催

オンライン配信視聴ページ （左から）宮崎フェロー、山﨑フェロー、隅田会長、小峰委員長
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◉ 国際交流委員会   ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　2019年度総会にて日本、韓国、台湾部会の間で交流
協定が調印され、当委員会はその中心的な役割を担う
はずでしたが、コロナ禍により直接交流が出来ない状
況が続いています。しかし委員会はそれに落胆するこ
となく、来るべき交流再開に向けて準備を進めていま
す。
　昨年11月25日、オンラインにて第１回委員会が開催
され、韓国・台湾・留学生の３つの作業班を設け、留
学生発表を100周年記念事業の一部として実施するこ
と、韓国・台湾ともオンライン会議等にて接触、連携
を活性化していくことが決定しましたが、100周年記念

事業の中止決定に伴い大幅な軌道修正を余儀なくされ
ました。本年２月３日の第３回委員会では、各部会の
認証式におけるオンライン上での祝辞交換などの交流
を目指すこと、年末集会での留学生発表の実施を準備
していくことになりました。
　鈴村佳弘常任理事、小野清一郎理事のご指導の下、
久保田幸伸副委員長、委員各位と力を合わせて、実の
ある成果を上げられるよう活動していく所存です。

国際交流委員会　委員長　森永　宏喜

◉ 財務委員会    ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　財務委員会は予算編成に当たられる財務主事を補佐
する組織です。毎年企画される会の事業運営に、限ら
れた予算を適正に配分する財務主事を支援することは
委員会全体のコンセプトです。
　今年度第１回は昨年11月にWeb会議にて開催しまし
た。当日は、隅田会長はじめ６名の執行部役員にもご
参加いただき、七沢財務主事を座長として４名の財務
委員が参加しての開催となりました。
　主な議題として、委員長・副委員長の選出、上半期
の予算の執行状況、新型コロナウイルス感染症拡大の

下での財務状況の健全化、そして下半期の収支見通し
について、Web会議とはいえ活発な討議が行われまし
た。
　新型コロナ感染症は私達の学会にも大きな影響を与
えています。2021年３月７日に開催された冬期学会は、
当会初のオンライン開催となりました。今後はこれま
でとは違った運営方法に伴う出費にもしっかりと対応
していく必要があるのではないかと話し合っています。

財務委員会　委員長　西田　紘一

◉ 会員支援委員会   ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖

　本年度より会員支援委員会委員長の役職を承りまし
た住谷　要と申します。会員の先生方には、これから
も何かとお世話になりますがどうかよろしくお願い申
し上げます。会員支援委員会は志田常任理事と村岡理
事を中心に活動をしております。その役割は新フェロー
を含めた全会員のサポート、後方支援です。実際には
三大事業の一つである総会・認証式における新フェロー
の先生方のお手伝い、菁々会、錦齢会の開催を活動内
容としております。
　しかしご存じの通り2019年12月に中国で発生したと
される新型コロナウィルス、COVID-19のパンデミック
により、2020年は日本はもとより世界中の集会や学会
等多くの行事が開催の延期や中止に追い込まれました。
ICDにおきましてもほとんどの行事が中止もしくは、
規模を縮小し開催したものとなりました。
　昨年は18名の新フェローをお迎えいたしましたが、

2020年６月６日に予定されておりました認証式は中止
となり、総会、理事会の開催のみとなりました。また
３月の菁々会、10月の錦齢会も同じく中止となりまし
た。今後はwithコロナ時代における認証式等の開催に
ついての検討、取り組み、そしてさらなる工夫が必要
であると考え、ICD発展の為に取り組んでまいりたい
と思います。
　今回ICDの行事の延期または中止について難しい決
断をされた執行部、役員、関係者の皆様にお礼申し上
げます。またこの難局を乗り越えるべく皆様のご理解、
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。最後になりま
すが、会員の皆様には健康に充分ご留意の上お過ごし
いただきますよう重ねてお願い申し上げます。

会員支援委員会　委員長　住谷　要
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◉ 隅田会長と新フェローを囲む会　報告  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖ 

　2020年度年末集会は、新型コロナウィルス感染拡大
防止のため中止となりましたが、会員の親睦の場とし
て、2020年12月19日（土）17時45分より帝国ホテル東京�
光の間において「隅田会長と新フェローを囲む会」が執
行部主催で開催され、参加者33名（新フェロー 5名）に
参加いただきました。
　開催にあたり、帝国ホテル提案の感染予防対策「安全・
安心への新たな取り組みVersion4」を基に徹底した感染
対策が行われました。
　2020年度入会の新フェローは、新型コロナウィルス
の影響で、認証式、ICD100周年記念祝賀会、年末集会
ともに中止となり、対面での初めての集会となりまし
た。

　前島事務局長の司会のもと、鏡副会長の開会の辞、
隅田会長の挨拶の後、佐藤マスターの乾杯により懇談
をいたしました。
　途中参加された新フェローの自己紹介が行われ、各
テーブルからも参加フェローの挨拶をいただき、最後
に井上副会長の挨拶をもって閉会となりました。
　大きな声での歓談や、席の移動等の制約がありまし
たが、和気あいあいと交流ができました。
　当日参加されたフェローの皆様に心よりお礼申し上
げます。
　また、感染対策にご尽力いただいた帝国ホテルの皆
様、挨拶のたびに、つきっきりでマイクの消毒をして
いただいた帝国ホテル従業員の皆様にも深く感謝申し
上げます。

事務局長補佐　北村　晃一

同日に開催された第３回理事会 参加されたフェローの方々

ホームページ・Facebookのご案内ホームページ・Facebookのご案内
ホームページ、Facebookでも、会の最新情報をご覧いただけます。

ICD日本部会FacebookICD日本部会ホームページ　https://www.icd-japan.gr.jp/
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氏　名
①推薦者（敬称略）
②出身地
③出身校／専門分野
④趣味
⑤一言（ICDに期待すること等）

阿部　健一郎 フェロー
①水谷　忠司、武部　裕光
②香川県
③大阪歯科大学／歯周病学
④読書、おいしいものを食べに行く
⑤�この度は伝統あるICDに入会させ
ていただき、ありがとうございま
す。
　�至らぬ点もございますが、諸先生
方にご指導いただきながら頑張っ
ていきたいと思っておりますので、
よろしくお願いいたします。

落合　久彦 フェロー
①宮﨑　隆、前島　健吾
　�Dr.�Christian�S.�Stohler、Dr.�
Kenneth�Judy（アメリカ部会）
②東京都
③�鶴見大学／生理学、インプラント、
審美歯科
④旅行、ゴルフ、スポーツ観戦
⑤�この度は、伝統あるICD日本部会に
入会させていただき、大変光栄に
存じます。
　�新フェローとして微力ながら社会
貢献ができればと考えております。
　�御指導・御鞭撻の程、宜しくお願
い申し上げます。

北田　真紀 フェロー
①宮﨑　隆、真鍋　厚史
②東京都
③昭和大学／審美歯科、歯科補綴学
④DIY、ヨガ
⑤�この度は由緒ある国際的な御会へ
の入会をご承認頂きありがとうご
ざいます。
　�子育てがひと段落し、これからは
歯科界にさらに重きをおいて貢献
したいと思っております。御会を
通じて、グローバルに活躍されて
いる諸先輩方と接することで、自
己の成長と研鑽を積んで参りたい
と思っております。どうぞよろし
くお願いいたします。

北吉　利江子 フェロー
①岡﨑　好秀、千田　彰
②奈良県
③�松本歯科大学／小児歯科、歯科一
般
④果樹・野菜作り
⑤�先輩方から多くを学び、見聞を広
げたいと思います。

斎藤　隆史 フェロー
①千田　彰、冨士谷　盛興
②北海道
③�東日本学園大学／歯科保存学、歯
科審美学、再生歯学
④�海外の大学訪問、魚釣り、酒、食
べ歩き
⑤�歴史と伝統あるICDの一員として
お認め頂き、誠にありがとうござ
います。
　�自己研鑽に努めるとともに、歯科
医学・医療支援等を通して国際社
会に貢献していきたいと考えてい
ます。
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坂本　輝雄 フェロー
①小室　甲、松本　圭司
②東京都
③東京歯科大学／矯正歯科
④読書、旅行、映画鑑賞
⑤国際交流に貢献したいと思います。

櫻田　雅彦 フェロー
①宮﨑　隆、前島　健吾
　�Dr.�Christian�S.�Stohler、Dr.�
Kenneth�Judy（アメリカ部会）
②千葉県
③�神奈川歯科大学／歯周病学、口腔
インプラント学
④ゴルフ、ヨット
⑤�歯科医療技術向上の努力を続け、
また常に探求し、歯科医師として
多くの人々の健康増進のお役に立
てればと思っております。

佐藤　祥子 フェロー
①宮﨑　隆、隅田　百登子
②埼玉県
③�昭和大学、南カリフォルニア大学
大学院／米国歯周病学会専門医・
認定医、歯周病治療全般、歯周外科、
インプラント外科
④�主にスキー、乗馬、ゴルフを楽し
んでいます。昨年からアルトサッ
クスを習い始めました。両親の影
響でオペラやクラシック音楽を聴
くのが特に好きです。
⑤�ICD日本部会に入会させていただ
き光栄に存じます。私は、縁あっ
て日本の歯科医療と海外、主にア
メリカの歯科医療の両方の長所を
学ぶ機会に恵まれました。ICDの一
員として日本の歯科医療発展のた
めに、貢献していけたらと思いま
す。ご指導のほどよろしくお願い
申し上げます。

下村　直史 フェロー
①宮﨑　隆、井上　富雄
②東京都
③�昭和大学／小児歯科学、障害者歯
科学、歯科理工学
④�旅行、料理、ダイビング、ロード
バイク、水族館めぐり
⑤�この度、宮﨑隆先生・井上富雄先
生のご推薦により入会致しました、
下村と申します。
　�昭和大学歯学部・大学院卒業の後、
厚生労働省に出向し、現在は小児
歯科学講座に勤務しております。
厚生労働省では、口腔がんに係る
国会答弁で議員対応を行ったのが、
特に得難い経験でした。
　�ICDフェローとして、国際社会に広
く視野を広げ、これからの歯科医
療に貢献できる人材となれるよう
励んでまいります。ご指導ご鞭撻
を賜りますよう、何卒宜しく御願
い申し上げます。

鈴木　貴規 フェロー
①小林　菊生、隅田　百登子
②東京都
③�日本歯科大学／インプラント、歯周外
科、口腔外科、保存修復、小児矯正
④�写真、旅行、スキューバダイビング、ト
レッキング、スノーボード、釣り、講演
⑤�COVID-19による社会的影響が未だ
続く中、大変かと思います。この
様な状況ではございますが、何卒
よろしくお願い致します。

中島　健 フェロー
①坂本　紗有見、常盤　肇
②大阪府
③大阪歯科大学／矯正歯科
④�旅行（学会にかこ付けて、海外研
修）、ゴルフ
⑤�矯正治療のみを卒後約30年やって
きました。
　�専門バカなところがありますので、
他分野で活躍されている諸先輩方
から、ご指導をいただき、自身の
知見を広めたいと願っております。

 ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖  ◆  ❖ 
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原元　タマミ フェロー
①佐藤　まゆみ、小峰　一雄
②東京都
③�日本大学松戸歯学部／大学卒業後、
日本大学歯学部口腔外科学教室第
２講座に、大学院を含め６年間お
世話になりました。
④�ガーデニング、フラワーアレンジ
メント、ゴルフ
⑤�超のつく高齢出産後、現在も子育
てに奔走する日々ですが、諸先輩
の先生方より刺激をうけ、勉強さ
せていただきたいと思います。よ
ろしくお願いいたします。

原元　信貴 フェロー
①佐藤　まゆみ、小峰　一雄
②東京都
③�奥羽大学／開業前５年間を故・保
母須弥也先生の主催する国際デン
タル・アカデミーにてお世話にな
り、ナソロジカルな咬合と審美の
基礎を学びました。
　�現在では審美歯科治療が仕事の中
心です。
④�映画、レコード鑑賞、読書、ゴル
フ
⑤�諸先輩方と楽しく交流ができれば
と思います。

福岡　幸伸 フェロー
①宮﨑　隆、前島　健吾
　�Dr.�Christian�S.�Stohler、Dr.�
Kenneth�Judy（アメリカ部会）
②三重県
③�朝日大学／歯科・インプラント・
摂食嚥下
④ヨット・旅行・歴史研究
⑤�この度はICDへの入会の機会を頂
き誠にありがとうございます。
　�国際的な組織の一員として今後と
も研鑽を積むことができますよう
に、ご指導をよろしくお願い申し
上げます。

藤井　佳朗 フェロー
①宮﨑　隆、七沢　久子
②兵庫県
③愛知学院大学／咬合、全身と歯科
④研究、学会発表、論文制作
⑤�ICDを通じて、自らの研究成果を広
く伝えていければいいと思ってい
ます。

山﨑　長郎 フェロー
①佐藤　まゆみ、隅田　百登子
②東京都
③東京歯科大学／補綴、審美
④ゴルフ
⑤�良くわからないが会の為に尽して
いきたいと思います。

山本　邦博 フェロー
①千田　彰、冨士谷　盛興
②愛知県
③�愛知学院大学／インプラント、歯
科治療一般、口腔外科
④音楽鑑賞、読書、山登り
⑤特になし

脇田　雅文 フェロー
①宮﨑　隆、前島　健吾
　�Dr.�Christian�S.�Stohler、Dr.�
Kenneth�Judy（アメリカ部会）
②鹿児島県
③�日本大学松戸歯学部／インプラン
ト治療における咬合の回復
④�家庭菜園、散歩、シュノーケリング、
ゴルフ（スコアは良くないです。）
⑤�海外の交流を含めて、多くの先生
方と情報を交換したいと思ってい
ます。
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